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マアナゴの漁獲不振にかかる漁場環境調査
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はじめに

　あなごかご漁業は，小型機船底びき網漁業（手

繰第一種漁業）の休漁期間中の漁業として6月か

ら 8月の間に操業される．主にマアナゴConger 

myriaster やヌタウナギEptatretus burgeri が漁獲

され，これらの水揚げは休漁期間中の重要な漁業収

入源である．2015年 6月 15日，あなごかご漁業を

営む漁業者からマアナゴの漁獲不振が続いていると

の連絡があった．漁業者によると，その原因と考え

られるものは魚群探知機で海底付近の反応として頻

繁に現れ，夜間は底層に沈み，さらに反応が濃くな

るという．これらのことから，日周鉛直移動を行う

動物プランクトンの一種ではないかと推察した．そ

こで，あなごかご漁場において，一般的に魚類の行

動に影響を与える水温（底層）および魚群探知機の

反応付近に生息する動物プランクトンについて調査

を行い，マアナゴの漁獲不振との関連性について検

討した．

  

資料と方法

　2015年 6月 19日に漁業調査船の島根丸（総トン

数142トン）で以下の調査を行った．同乗した漁業

者の案内の下，あなごかご漁場で水深130m付近に

て魚群探知機（古野電機製FCV-30：周波数 38kHz）

に海底から10m程度上に伸びる反応（図1）がある

場所を調査点 St.1（水深 132m；N35° 00′ 53″，

E131° 54′ 10″）および St.2（水深 135m；N35°

03′ 46″，E131° 56′ 03″）とした．各調査点に

おいて，NORPACネット（目合いGG52）の垂直曳き

によるプランクトン採集を行った．採集は，魚群

探知機の海底付近に反応を示す動物プランクトン

を明らかにするため，(a)水深約 100mから表層ま

で垂直曳き，(b)海底から表層まで垂直曳きの2通

りとした．採集物は10％ホルマリン海水で直ちに

固定した．NORPACネットの口部に濾水計（General 

Oceanics社製 GO-2030RC）と水温水深計（村山電機

製STB-500）を装着し，濾水量と層別水温を測定した．

採集した時間帯は，St.1が午前11時台，St.2が午

後 12時台であった．採集した動物プランクトンは

可能な限り種まで同定し，総個体数に対する種ごと

の個体数の比率を出現率とした．

結果と考察

　魚群探知機に出現する反応　魚群探知機で水深

120-130m層に記録された帯状の反応（図1）は，同

乗した漁業者によるとあなごかご漁業の操業中に見

られるものと同様であった．この帯状の反応は従来

からDSL（Deep Scattering Layer：深海散乱層）と

して知られる現象であり，DSLの成因は水温躍層や

動物プランクトンの濃密な個体群によることが多い

とされる．1)

　水温の鉛直分布図を図2に示した．各調査点とも

水深120m前後で水温躍層が観察された．水温躍層

により DSL が記録される場合，その温度傾度は
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1℃ /m位は必要なことが多いとされる．2)各調査点の

水温躍層の温度傾度をグラフから読み取ると，St.1

では約 1.0℃ /m（115m，15.5℃→ 123m，7.3℃），

St.2では約 0.9℃ /m(122m，14.5℃→ 131m，6.8℃ )

であった．このことから今回の調査で記録された

DSLは水温躍層により出現した可能性が考えられる

が，水温躍層が日周的に変動することは考えにくく，

漁業者の言う夜間に反応が沈み込む現象を説明でき

ない． 

多く出現する種が，DSLの成因となる動物プランク

トンの濃密な個体群を構成すると考えると，ポエキ

ロストム目オンケア科のOncaea venusta（出現率

0.05-0.06）のみが該当する．しかし，同種は暖海

性種で，富山湾での生息水深は昼夜ともに30m以浅

に限定していたと報告され，3)今回の DSL が水深

120-130m，7.3-14.8℃の低い水温帯で記録されてい

ることから，同種によるものとは考えにくい．以上

からDSLの成因は動物プランクトンの濃密な個体群

による可能性が高いが，今回の調査結果ではそれを

構成する種を特定することはできなかった．

　底層水温と漁獲不振の関連性　各調査点とも最深

部の水温は 7℃前後（St.1：7.3℃，St.2：6.9℃）

であった（図2）．マアナゴについて，五利江・大

谷4)は濾過海水を用いた飼育実験下で水温9℃以下

ではほとんど摂餌しなかったと報告している．また，

Gorie and Nagasawa5)は明石海峡でのあなごかごの

試験操業結果から水温が 10℃以下となる冬場は

CPUEが低下し，マアナゴの摂餌行動が水温に依存

するためとしている．今回あなごかご漁場の底層水

温は7℃であり，この水温ではマアナゴの摂餌活性

が低いため漁獲が不調であったと考えられる．同乗

した漁業者によると，あなごかご漁業で僅かに漁獲

されるマアナゴは摂食していないとの事であり，以

上の推論を支持すると考えられる．
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